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１．はしがき

今までにも定置網の土俵綱の張力は測定されたことはあるが,')筆者等はブリ落網の改良に関

する研究の一環として，容易に土俵綱の固定力を知ろうとする目的で試作した張力計を用いて，

昭和30年７月に若狭湾河野村の夏網についてその土俵綱の張力を測ることを得たので，ここに

その結果を報告する．本調査は日本海区水産研究所，福井県水産試験場と三者協同で行われた

もので，対象漁場の河野村漁業協同組合，大洋漁業株式会社河野出張所，福岡県漁業協同組合

連合会よりも多大の支援を頂いた．直接研究に従事した福井県水産試験場九竜丸，若潮丸に対

してはもちろん上記関係各位‘に対して深甚の謝意を表する次第である．

２．張力計について

本調査に使用した張力計はバネの歪象を電気抵抗の変化に引き直して行う方式のものでその

概略は第１図に示した．較正は実際の重量物を吊下したロープに装置して行った．現場使.用の

前と後とでこれを２回行って夫々電気抵抗とバネの変位量との両方から測定したが殆んどその

差を認めなかった．較正曲線を第２図に示す．現場における測定では，電気抵抗のみを船上で

読承とったのであって，図中の○印でこれを示す．
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張力計を装置するには，浅い個所

ならば素潜りで行うことが出来るが，

７～８米の深さになると若潮丸塔載

の簡易潜水器を使.用した．波浪が大

きくて（風力３位）台（鉄製大浮子）

が揺れてワイヤローブ・のふれが甚し

くなると専門の潜水夫でも装置が不

可能のことがあり，多数の点を同時

に測定することは困難であった．将

来は同じ流れの条件下で数点を測定

するために，張力計受感部の承を予

め装置しておくべきである．
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３．調査結果

調査した定置網は福井県南条郡河野村地先の夏網（プリ）で，同地漁協と大洋漁業出張所と

の共同経営によるものである．この網の概要を第３図に示した．土俵綱の張力を測ったのは図

中Ａ,Ｂ,Ｃ,Ｄ,Ｅの５点であってその結果は第１表に示した．
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これを見ると判る通り，使趣用した張力計で測定した土俵綱の張力と計算張力とは全く一致する

と言ってよい叉この網の浮力と固定力，土俵綱の太さなどの関係は割合によく設計調整され

ていることが判る．台と端崎の台の土俵綱の張力も略々土俵の数，ロープの破断力に応じてよく

分配され，この程度の流れではロープ１本当りの分担張力の過不足は２～５％位におさまって

いるし，マーラローフ°，ワイヤロープの破断力の安全係数は略々10内外となっている．定置網

の敷設は主として永い経験に頼ってなされてきたものであろうが，このようにうまく張力を分

配し得ていることは驚異に値する．潮流の測定はエクマン・メルツ潮流計によったものである

が，その測定時間が約36分以内の場合でも，表面と海底間の各層の示した流向に72°の方向差
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４．結び

以上の測定結果を基礎にすれば,模型実験との組合せによって,漁場に応じた土俵綱の太さ，

土俵綱と土俵の数，浮力の大いさ『固定力，士俵綱の切断する限界や土俵のずれ始める流速な

どについて知ることができるであろう．張力計は自記式にするとか，同時に数ケ所で測るとか

して網の各方向への土俵効果を時間的に空間的に条件をそろえた上で分析解明し，漁場と網の

特性を知らなければならない更に将来は二重潮，三重潮の中で行う模型実験に進展しなけれ
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があり（７月３日と７日の観測)，１時間30分の場合には180｡の方向差が承とめられるのは

（７月１日の観測）時間差による潮流の方向の差が特に大きかったためと認められるが，同じ

時刻に漁場の各層には流向の異った流れが存在すると考えてよい
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ぱならない以上の実験測定には水産工学教室の中山，福永，坂元，山田の諸氏が従事した．

附記して謝意を表する．
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curvaturｅｏｆｔｈｅｓｐｒｉｎｇｉｎａｖａｌｕｅｏｆｅｌｅｃｔｏｒｉcresistance-variation，thetensionof

thesandbaglopesattachedtotheyellow-tailtrap-netusedinWakasaBaywas

measured・

TheresultsgotwerealmostcoincideｄｗｉｔｈｔｈｅｖａｌUederivedfromthecount‐

ingmethod･

Thereliability，ｉｆａｐｐｌｉｅｄｆｏｒｔｈｅｒｅｓｅａｒｃｈｏｆｔｈｅｌｉnesofsand-baginthevari‐

ousfishingground，ofthisinstrumentwouldenableustoascertainthebigness，

number，buoyancy，andfixingcapacityofeachline．
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